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数領域四光波混合 (FD-4WM) 分光法の原理とその応用について理論的、実験的に示される。この FD-4WM 分光
法では、 2 本のフェムト秒パルスを励起光として、それに対して十分時間幅の長いナノ秒パルスをプロープとして用






















本研究では、時間幅の短いフェムト秒レーザーをポンプ光に、周波数幅の狭い Q スイッチ YLF レーザーをプロー
プ光に用いた新しい周波数領域の 4 光波混合分光法の開発を行った。この分光法は、低振動数領域の物質の応答を効
率よく測定することができ、蛍光の5郎、物質などに有利なほか、偏光を変えることで非線形感受率のテンソル成分を
自由に選択して測定できるなど、時間領域固有の利点のほか、 1 )物質の周波数応答関数が直接求められる、 2 )測
定にかかる時間を大幅に短縮できるなどの新しい特徴を備えていることを示した。このような特徴は、特に結晶成長
過程、振動反応過程など時間的に変動する系の周波数応答を刻々と記録するのに特に優れている。また、試料に電子
応答の強い光学ガラスを用い、二つのポンプ光の時間差を変数として、周波数応答を測定することにより、用いてい
るパルスの位相情報を含めたパルス診断がで、きることを証明した。これらの研究は、非線形分光の新しい分野を切り
開くとともに、さまざまな非平衡過程の研究などの広い学問分野に寄与するものであるo よって、本論文は博士(理
学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
? ?
